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第 I 編は、低強度部(軟質部)をふくむ丸棒の静的引張特性に関する基礎的研究で、 6 章からなる。
第 1 章では、第 I 編の研究の重点と研究範囲および概要を述べている。第 2 章では軟質部をふくむ
理想的な丸棒についてその静的引張特性の理論的考察を行ない、静的引張強度は軟質部の厚さと丸棒
の直径の比、すなわち相対厚さによって定まることを明らかにしている。

















第 4 章では、 80キロ高張力鋼の厚板を母材とする実用的な軟質溶接継手の静的引張試験の結果を解
析し、軟質溶接継子でも母材と同程度の継手強度と一様伸びが得られる場合のあることを明らかにし、
これに必要な溶接金属の強度範囲を示している。第 5 章では、第 H編の結果を総括している。
総括においては本研究の結果を取りまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、従来詳細な検討がほとんど行なわれていなかった母材と溶接金属の力学的適合性の問題
を取り上げ、とくに母材よりも強度の低い溶接金属をもついわゆる軟質溶接継子が高張力鋼の溶接割
れ防止上一つの有効な手段であることに注目して、この種の継手の静的引張特性について研究を行な
ったものである。まず、たくみな方法によって作製した低強度部をふくむ理想的な継子を用いて静的
引張特性に関する実験と理論解析を行ない、低強度部のす法および低強度部と母材の強度差が継手の
強度および延性におよぽす影響を明らかにするとともに、継手の引張強さを推定し得る算式を提案し
ている。さらにこれらの知見に基づき、 80キロ高張力鋼の厚板を母材とする軟質溶接継手の静的引張
特性について実験と理論解析を行ない、軟質溶接継子でも母材と同程度の継子強度と一様伸びが得ら
れることを明らかにし、これに必要な溶接金属の強度範囲を提示している。
以上の成果は、高張力鋼厚板を使用した大型構造物の継子設計および溶接施工に対して有用な工学
的指針を与えるものであり、溶接工学上貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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